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研究の要約 
本研究は，学習レリバンスに着目した課題発見・解決学習のカリキュラム開発を通して，コンピテ

ンシーの育成を目指した学習指導の在り方を明らかにするものである。研究方法としては，まず，教

科の学習で育成すべきコンピテンシーを整理し，それを育成するための学習指導として課題発見・解

決学習が有効であることを明らかにした。この課題発見・解決学習において，より効果的にコンピテ

ンシーを育成するために，学習レリバンスに着目することが重要であり，実際にカリキュラム開発を

行う際に活用しやすい三つの学習レリバンスを新たに提案した。そして，その三つの学習レリバンス

に着目した課題発見・解決学習の単元モデルを開発し，その単元モデルに基づいた各教科の事例を提

示した。二年次は，単元モデルに基づく実践を行い，その有効性の検証を行う。 

コンピテンシーの育成を目指した学習指導の在り方 
― 学習レリバンスに着目した課題発見・解決学習のカリキュラム開発を通して ― 
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はじめに 

近年，世界各国において，今日的に育成すべき 

人材像をめぐって，断片化された知識や技能ではな

く，人間の全体的な能力をコンピテンシーと定義し，

それを基に目標を設定し，政策をデザインする動き

が広がっている。特に，OECD（経済協力開発機

構）の「キー・コンピテンシー」の概念については，

グローバル化と近代化により，多様化し，相互につ

ながった世界において，必要な能力として定義され

ている。 

 日本においても，平成26年に出された「育成す 

べき資質・能力を踏まえた教育目標・内容と評価の 

の在り方に関する検討会－論点整理－（以下，

「論点整理」とする。）」では，学習指導要領の

目標や内容について，コンピテンシーベースで整  

 

 

理し直すことが提起されている。広島県教育委員 

会（平成27年）は，「広島版『学びの変革』アクシ

ョン・プラン」を策定し，これまでの「知識ベース

の学び」に加え「コンピテンシーの育成を目指した

主体的な学び」を促す教育活動を積極的に推進して

いる。 

これら社会の変化に対応するための教育改革の

具現化は，学校教育の喫緊の課題である。これから

の社会で必要なコンピテンシーを育成するためには，

学校教育においても，自ら課題を発見し，協働的，

主体的に知識やスキルを活用し，課題への最善解を

つくり出すような課題発見・解決学習が求められる。

その際，先行研究等では，学習レリバンス（学習の

意義や有効性）を児童生徒に実感させることが，コ

ンピテンシーを育成する課題発見・解決学習におい

ては必要であることが指摘されている。 

そこで本研究では，学習レリバンスに着目した

課題発見・解決学習のカリキュラム開発を行うこと

を通して，コンピテンシーの育成を目指した中学校

の学習指導の在り方について研究する。 

 

Ⅰ コンピテンシーについて 
 

１ DeSeCoによるキー・コンピテンシー 

「コンピテンシーの定義と選択：その理論的・

概念的基礎（DeSeCo）」プロジェクトの報告責任者



－ 62 － 

であるドミニク・Ｓ・ライチェンと共著者のロー

ラ・Ｈ・サルガニク（2006）は，DeSeCoプロジェク

トが明らかにした人生の成功と正常に機能する社会

のために必要なコンピテンシーを「知識や技能以上

のものである。特定の状況の中で（技能や態度を含

む）心理社会的な資源を引き出し，動員することに

より複雑な需要に応じる能力をコンピテンシーは含

んでいる。」1)と整理している。また，既存の研究

を見直し，様々な分野の専門家の意見を基に，DeSeCo

の定義するキー・コンピテンシーの条件を次のよう

に示している。 

 

１ 社会や個人にとって価値ある結果をもたらすこと 

２ いろいろな状況の重要な課題への適応を助けること 

３ 特定の専門家だけでなく，すべての個人にとって，

重要であること 

 

そして，これらの条件に応じたキー・コンピテン 

シーの三つの広いカテゴリーを表１のように示して

いる。 

 

表１ DeSeCoによるキー・コンピテンシー 

カテゴリー１ 相互作用的に道具を用いる 
 Ａ 言語，シンボル，テクストを相互作用的に用いる 

Ｂ 知識や情報を相互作用的に用いる 

Ｃ 技術を相互作用的に用いる 

カテゴリー２ 異質な集団で交流する 
 Ａ 他人といい関係を作る 

 Ｂ 協力する チームで働く 

 Ｃ 争いを処理し，解決する 

カテゴリー３ 自律的に活動する 
 Ａ 大きな展望の中で活動する 

 Ｂ 人生計画や個人的プロジェクトを設計し実行する 

 Ｃ 自らの権利，利害，限界やニーズを表明する  

 

松下佳代（2010）は，これらのDeSeCoのキー・コ

ンピテンシーについて「道具を介して対象世界と対

話し，異質な他者とかかわりあい，自分をより大き

な時空間の中に定位しながら人生の物語を編む能力」2)

と述べている。また，中央教育審議会 教育課程部

会（平成20年）では，コンピテンシーについて「単

なる知識や技能だけではなく，技能や態度を含む

様々な心理的・社会的なリソースを活用して，特定

の文脈の中で複雑な課題に対応することができる力」3)

としている。 

これらのことから，コンピテンシーは社会で直

面する複雑な問題に対して，その文脈の中で様々な

リソースを活用して問題を解決することのできる包

括的な資質・能力であるといえる。 

２ 国立教育研究所による21世紀型能力 

国立教育政策研究所（平成25年）は，各国におけ

る21世紀に求められる資質・能力の定義とそれに基

づくナショナル・カリキュラムを開発する取組を整

理し，次の三つの資質・能力を育てる点が共通して

いると示している。 

 

ａ 言語や数，情報を扱う基礎的なリテラシー 
ｂ 思考力や学び方の学びを中心とする認知スキル 
ｃ 社会や他者との関係やその中での自律に関わる

社会スキル 

 

この整理を表１に示すDeSeCoのキー・コンピテン

シーと比較すると，整理ａがカテゴリー１に概ね対

応し，整理ｂがカテゴリー１，３の一部に関わる。

そして，整理ｃがカテゴリー２，３に概ね対応して

いる。 

三つの資質・能力を踏まえ，国立教育政策研究

所（平成25年）は，社会の変化に対応するために求

められる資質・能力（コンピテンシー）として，図

１のような 21 世紀型能力を提案している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21世紀型能力は「基礎力」「思考力」「実践力」

で構成される。松尾知明（2014）は，それぞれの力

の定義を「『基礎力』は言語・数量・情報を道具と

して目的に応じて使いこなす力，『思考力』は一人

ひとりが自ら学び判断し自分の考えをもって，他者

と話し合い，考えを比較吟味して統合し，よりよい

解や新しい知識を創り出し，さらに次の問いを見つ

ける力，『実践力』は，日常生活や社会，環境の中

に問題を見つけ出し，自分の知識を総動員して，自

分やコミュニティ，社会にとって価値のある解を導

図１ 2 1世紀型能力 



－ 63 － 

くことができる力，さらに解を社会に発信し協調的

に吟味することを通して他者や社会の重要性を感得

できる力」4)としている。松尾の指摘から，概ね

21世紀型能力の「基礎力」が国立教育政策研究所

（平成25年）が示す整理ａに，「思考力」が整理ｂ

に，「実践力」が整理ｃにそれぞれ対応しているこ

とが分かる。 

21世紀型能力については，世界的な教育改革の中

核となるDeSeCoのキー・コンピテンシーや各国の教

育改革の流れとの共通点が多く，これからの

我が国の教育改革の一つの方向性として適切である。 

 

３ 本研究におけるコンピテンシー 

ライチェンとサルガニク（2006）は，コンピテン

ス（あるいはコンピテンシー）の内的構造について，

図２のように示している(1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この図は，コンピテンス（あるいはコンピテンシ

ー）の構成要素，内的構造が，個別の需要，文脈に

よって定義されることを示している。このことから

コンピテンシーを定義する上で，網羅的に構成要素

を○○力等と全てリストアップすることの困難さが

分かる。 

そこで，本研究では，コンピテンシーを分析的に

捉えて構成要素をリストアップすることはせず，次

の表２のように定義し，構成要素を三つのカテゴリ

ーに整理する。 

 

表２ 本研究におけるコンピテンシーと三つのカテゴリー 

【定義】 

単なる知識や技能だけではなく，技能や態度を

含む様々な心理的・社会的なリソースを活用し

て，異質な他者と関わり合いながら，特定の文脈

の中で複雑な要求（課題）に対応し，自分と社会

を変革することができる包括的な資質・能力 

【構成要素カテゴリー】 

「基礎力」「思考力」「実践力」 

以上のようにコンピテンシーの全体像を整理し

た上で，本論では，教科の学習という限定をかけて，

教科の学習で育成すべきコンピテンシー（以下，教

科のコンピテンシーとする。）とそのカテゴリーを

定義し，カリキュラム開発のベースとすることとす

る。 

 

Ⅱ コンピテンシーを育成する学習の在

り方について 
 

１ 教科のコンピテンシーについて 
前節で述べたようにコンピテンシーは包括的な

資質・能力であり，生涯教育も含めた教育全体で育

成すべきものである。ここからは，本研究で扱う教

科の学習に焦点をあて，教科のコンピテンシーを示

す。 

「論点整理」では，次期学習指導要領で育成をめ

ざす資質・能力を次の三つの柱に整理している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

三つの柱の関係について整理すると，「ⅰ)個別

の知識・技能」を活用して課題を解決するために必

要な「ⅱ) 思考力・判断力・表現力」，ⅰ)， ⅱ)

をどのような方向性で働かせるかを決定付ける

「ⅲ) 学びに向かう力，人間性等を含む資質・能力」

となる。つまり，児童生徒の一連の課題解決の過程

で求められる資質・能力を分析，整理したものとい

える。 

この三つの柱を，本研究で定義したコンピテン

シーの構成要素の三つのカテゴリーと関連付けると

ⅰ)は「基礎力」，ⅱ)は「思考力」，ⅲ)は「実践 

力」と対応していることから，「論点整理」の学校

教育で育成を目指す資質・能力の三つの柱と本論に

おけるコンピテンシーの構成要素は対応しており，

目指す方向が同じであることが分かる。そこで，コ

ンピテンシーを育成する教科の学習の在り方の具体

化に当たっては，「論点整理」の三つの柱を援用す

ることとする。 

以上のことから，本研究では，表２に示すコン

ピテンシーの定義と構成要素の三つのカテゴリー，

 

 

例：協力する能力 

 
知識 
認知的スキル 
実際的スキル 
態度 
感情 
価値観と倫理 
動機づけ 

協
力
に
関
連
す
る 

文脈 

図２ 需要によるコンピテンス（あるいはコンピテン 

シー）の内的構造の定義 

 

ⅰ)「何を知っているか，何ができるか」 
（個別の知識・技能） 

ⅱ)「知っていること・できることをどう使うか」  
（思考力・判断力・表現力等） 

ⅲ)「どのように社会・世界と関わり，よりよい人生
を送るか」 
（学びに向かう力，人間性等） 
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「論点整理」で示された育成をめざす資質・能力の

三つの柱を踏まえ，教科のコンピテンシーの定義と

カテゴリーを次の表３に示すように整理する。 

 

表３ 教科のコンピテンシーと三つのカテゴリー 

【定義】 

教科の知識・技能や態度を含む様々な心理的・

社会的なリソースを活用して，他者と関わり合い

ながら，特定の文脈の中で複雑な学習課題を解決

する資質・能力 

【構成要素カテゴリー】 

㋐ 課題解決に効果的に活用できる教科の知識・

技能（見方・考え方の知識等も含む） 

㋑ 課題解決に必要な教科の思考力・判断力・表

現力等 

㋒ 課題解決を支える人間性，学びに向かう力等 

 

ここで，特に留意すべきことは，コンピテンシ

ーの育成を目指す学習においてもカテゴリー㋐に示

すような教科の知識・技能を重視するということで

ある。奈須正裕(2015)は「コンピテンシー・ベイス

の教育においてもコンテンツは不可欠である。コン 

 

ピテンシー・ベイスの教育とは『どのような問題解 

決を現に成し遂げるか』という問いを中核に据えて

教育を考える立場に他ならない。そして，質の高い

問題解決は常に領域固有知識の効果的な活用を伴

う。」5)と述べている。奈須の指摘は，コンピテン

シーベースか，コンテンツベースかという議論の不

毛さを明らかにする。教科の学習である限り，教科

の知識の習得が求められるのは当然だが，教科の学

習において質の高い問題解決を成立させるためにも，

問題解決過程でなされる生徒の思考・判断に関わる

教科の見方・考え方の知識も含めた教科の知識・技

能の習得は不可欠である。ただし，教科の知識・技

能を習得させる際は，問題解決の場面で使える活性

化された知識・技能として習得させることに留意す

る必要がある。 

 

２ コンピテンシーを育成する学習指導の在

り方について 

(1) 教科のコンピテンシーを育成する学習活動

とは 

石井英真（2015）は，学校で育成する資質・能

力の要素の全体像を表４のように示している(2)。 

表４ 学校で育成する資質・能力の要素の全体像 

   資質・能力の要素（目標の柱） 

能力・学習活動の階
層レベル（カリキュ

ラムの構造） 
知識 

スキル 
情意（関心・意欲・態度・

人格特性） 
認知的スキル 社会的スキル 

教

科

学

習

                 

総

合

学

習

      

特

別

活

動 

 

教
科
等
の
枠
づ
け
の
中
で
の
学
習 

知識の獲得と
定着 
（知っている・
できる） 

事実的知識， 
技能 
（個別的知識） 

記憶と再生，機械的
実行と自動化 

学び合い，知識の共
同構築 

達成による自己効力感 

知識の意味理
解と洗練 
（わかる） 

概念的知識， 
方略 
（複合的プロセス） 

解釈，関連付け，構
造化，比較・分類，
帰納的・演繹的推論 

内容の価値に即した内発的
動機，教科への関心・意欲 

知識の有意味
な使用と創造
（使える） 

見方・考え方
（原理，方法
論）を軸とし
た領域固有の
知識の複合体 

知的問題解決，意思
決定，仮説的推論を
含む証明・実験・調
査，知やモノの創
発，美的表現（批判
的思考や創造的思考
が関わる） 

プロジェクトベース
の対話（コミュニケ
ーション）と協働 

活動の社会的レリバンスに
即した内発的動機，教科
観・教科学習観，知的性
向・態度・思考の習慣 

学
習
の
枠
づ
け
自
体
を
学
習
者 

た
ち
が
決
定
・
再
構
成
す
る
学
習 

自律的な課題
設 定 と 探 究
（メタ認知シス
テム） 

思想・見識，
世界観と自己
像 

自律的な課題設定，
持続的な探究，情報
収集・処理，自己評
価 

自己の思い・生活意欲（切
実性）に根ざした内発的動
機，志やキャリア意識の形
成 

社会関係の自
治的組織化と
再構成（行為
システム） 

人と人との関
わりや所属す
る共同体・文
化についての
意識，共同体
の運営や自治
に関する方法
論 

生活問題の解決，イ
ベント・企画の立
案，社会問題の解決
への関与・参画 

人間関係と交わり
（チームワーク），
ルールと分業，リー
ダーシップとマネジ
メント，争いの処
理・合意形成，学び
の場や共同体の自主
的組織化と再構成 

社会的責任や倫理意識に根
ざした社会的動機，道徳的
価値観・立場性の確立 

教
科
学
習 

 
 
 

 
 
 

 

総
合
学
習 

 
 

特
別
活
動 
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石井の枠組みを教科のコンピテンシーのカテゴ 

リーと関連付けると，概ね表中の資質・能力の要素

の知識が前述の表３に示すカテゴリー㋐，スキル

の一部がカテゴリー㋑，スキルの一部と情意（関心，

意欲・態度・人格特性）がカテゴリー㋒にそれぞれ

対応している。 

石井が示すこの枠組みのポイントは，資質・能

力の要素とその階層レベル，そして能力・学習活動

の階層レベルを整理して示している点である。その

整理によって，コンピテンシーの階層レベルとその

階層レベルに合わせた学習活動の在り方が明確とな

る。 

教科の学習における能力・学習活動の階層レベ

ルとしては，「知識の獲得と定着（知っている・で

きる）」「知識の意味理解と洗練（わかる）」「知

識の有意味な使用と創造（使える）」の三つのレベ

ルが示されている。本研究では，教科のコンピテン

シーを特定の文脈の中で複雑な学習課題を解決する

資質・能力としていることから，その育成に向けて

は「知識の有意味な使用と創造（使える）」レベル

の高次の学習が求められると考える。 

石井（2015）は「知識の有意味な使用と創造

（使える）」レベルの高次の学習について，問題場

面のモデル化，仮説の構成及び思考の表現の発表や

練り直しといった，これまでの教科学習では経験さ

せてこなかったが，その分野で本物の活動に熟達す

るのに欠かせないプロセスを含めて，問題解決の過

程で，問いと答えの間のより長い学習活動を保障す

ることの重要性を指摘している。また「『使える』

レベルの課題を単元の最初に提示し，一単元丸ごと

をその解決を軸にプロジェクト型の学習として展開

することも考えられてよいでしょう。」6)とも述べ，

単元全体を課題解決型にすることを示唆している。

これらの石井の示唆からは，教師が敷いた一本のレ

ールに沿って課題を解決していくことだけでなく，

課題解決の過程で自らの思考を振り返ったり，解決

の過程で働かせた思考についての発表を練り直した

りするなど，生徒自身が試行錯誤しながら課題を解

決していくことが重要であること，そのためには問

いと答えの間のより長い学習活動を設定した課題解

決型のカリキュラムが有効であることが分かる。 

本論における教科のコンピテンシーが複雑な学

習課題を解決する資質・能力であることから，その

育成に向けては，解決過程が単純で，問いと答えの

間が短い学習ではなく，石井が示唆するような解決

過程が複雑で，問いと答えの間がより長い学習活動

を設定した課題解決型のカリキュラムが有効である。  

(2) コンピテンシーを育成するカリキュラム作

成の視点 

さて，コンピテンシーの育成に有効な学習指導

の在り方について，「論点整理」では，次のように

三つの学習・指導方法の視点を挙げている。 

 

ⅰ）習得・活用・探究という学習プロセスの中
で，問題発見・解決を念頭に置いた深い学び
の過程が実現できているかどうか。 

ⅱ）他者との協働や外界との相互作用を通じて，
自らの考えを広げ深める，対話的な学びの過
程が実現できているかどうか。 

ⅲ）子供たちが見通しを持って粘り強く取り組
み，自らの学習活動を振り返って次につなげ
る，主体的な学びの過程が実現できているか
どうか。   

 

さらに，「論点整理」では，この三つの学習・

指導方法の視点に加え，資質・能力の「三つの柱」

が総合的に活用・発揮される場面を設定することや，

実生活や実社会に関わる主題に関する学習を積極的

に取り入れていくことも示されている。これらの

「論点整理」の指摘は，コンピテンシーの育成に向

けて「真正の学習」をより意識しながら教科学習の

在り方を問い直し，協働的な学び，主体的な学びに

よる問題発見・解決学習を充実させていく方向性を

示したものといえる。 

松尾（2014）は，これから学校教育が目指す方

向性について「学校教育のめざすものが，『何を知

っているか』から知っていることをもとに『何がで

きるのか』へとその力点が移行される中で，授業デ

ザインの仕方もまた大きく変わる必要に迫られるこ

とになるだろう。」7)と述べ，授業デザインの変化

の必要性を訴える。そして新たな授業デザインにつ

いて「社会で生きて働くコンピテンシーを育成する

には，子ども自身が，実生活や実社会のリアルな課

題に向き合って問いを立て，自分の考えをもち，仲

間と協働して自律的に問題解決していくような授

業デザインが期待されるだろう。」8)と述べている。

 これらの指摘から，コンピテンシーの育成に向け

て，実生活や実社会のリアルな課題を設定すること，

生徒自身による課題発見・解決過程を取り入れるこ

と，他者との協働的な学びの過程を取り入れること，

主体的な学びの過程を取り入れることが必要だとい

える。 

ただし，教科の学習においては，実生活や実社
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会のリアルな課題を常に学習課題とするとは限らな

い。教科の本質に迫るような学習の場合は，実生活

や実社会の問題等から生徒自身に課題を発見させた

り，設定した学習課題を実生活や実社会につなげた

りすることが難しい場合もあることに留意する必要

がある。 

以上，コンピテンシーを育成するための学習指

導の在り方について述べてきたが，生徒自身に課題

を発見させ，解決させる課題発見・解決学習を行わ

せること，また，課題解決の過程で，問いと答えの

間の長い学習活動を行わせたり，協働的な学び，主

体的な学びを生じさせたりすることが必要であると

いえる。 

そこで，本研究ではコンピテンシーを育成する

学習として，問いと答えの間の長い，協働的，主体

的な課題解決の過程を取り入れた課題発見・解決学

習のカリキュラムを提案する。 

なお，ここまで見てきたように先行研究では

「問題」「課題」等の用語について，研究者それぞ

れの立場から使い分けられている。また教科の特性

によって「問題」「課題」等の用語を使い分けるこ

ともある。本研究はコンピテンシーの育成を目指し

た学習指導の在り方について，教科を越えて研究す

る立場から，教科ごとに「問題」「課題」の使い分

けを変えることはせず，次のように「問題」「課題」

等の使い分けを整理する。単元全体の学習過程を表

す場合には「課題発見・解決学習」とし，生徒の思

考については「課題解決」とする。また，後述する

が，単元の課題の設定の場面で，実生活等から生徒

が見つけた課題については「問題」とし，それを教

科の学習の課題に変換した場合は「課題」とする。 

 

Ⅲ 学習レリバンスについて 
 

１ 学習レリバンスとは何か 
本田由紀（2003）は，学習レリバンスを「子ど

もにとって学習がどのような意味や意義をもってい

るか」9)と定義し，学習の意味や意義は無限で多様

であると指摘している。その上で，「将来，役立つ」

という将来の生活とのつながりを明らかにすること

で感じるレリバンスが児童生徒にとって安定的に根

付いていること，そういったレリバンスを感じてい

る児童生徒の方が学業成績が良好であることを明ら

かにした。児童生徒が，現在，学習していることが，

将来，役に立つと感じた時に主体的に学習に臨み，

なおかつ学習の効果を上げることができることが分

かる。 

西岡加奈恵(2008)は，パフォーマンス課題の作

成に当たり配慮すべき点として，レリヴァンス（関

係性）を挙げ，「これは，想定している文脈が子ど

もたちにとって身に迫り，やる気の起きるものであ

るかどうかを検討する視点である。」10)と述べてい

る。単元の課題の設定について，子供の生活の文脈

とつながった課題の設定を行うことが，子供たちの

学習意欲につながる。 

石井(2015)は，レリバンスを「学ぶ意義や有効

性」11)とし，レリバンスを感じられなければ，「学

ぶ意義も感じられず，教科の本質的な楽しさにもふ

れられないまま，多くの子どもたちが，教科やその

背後にある世界や文化への興味を失い，学校学習に

背を向けていっています。」12)と指摘している。な

ぜ学ぶのか，学習が何に役に立つのかを社会とのつ

ながりや教科の学習の本質的な理解の楽しさと関連

させて感じさせることが，子供の学習意欲の向上，

主体的な学びに必要であると示唆している。 

子供が感じる学習レリバンスは，先述の本田の

指摘のとおり，無限で多様である。例えば，その学

習が社会問題の解決につながると理解することによ

って生じる学習レリバンスもあれば，たまたま自分

の興味関心がある教材が授業で扱われたことによっ

て生じる学習レリバンスもある。よって，学習レリ

バンスを捉える幅も，研究者によって様々である。

本研究では，教科の課題発見・解決学習を充実させ

るために学習レリバンスに着目するという立場から，

生徒の個人的な興味・関心とのつながりによって生

じる学習レリバンスまで含めたり，社会問題の解決

につながることを理解することによって生じる学習

レリバンスのみに絞ったりすることはせず，学習レ

リバンスを「社会や自分の生活，他の学習，教科の

学習の本質の理解につながっていることを意識する

ことで感じる学習の意義や有効性」と定義する。 

 

２ 課題発見・解決学習における学習レリバ

ンスの有効性について 

 本研究が，コンピテンシーの育成を目指した課題

発見・解決学習のカリキュラム開発において，前節

で述べた学習レリバンスに着目する理由は次の３点

である。 

 １点目は，課題を発見したり，設定したりする場

面で学習レリバンスを実感させて「主体的な学び」

を促すことが，教科のコンピテンシーの育成に有効

だからである。 
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 鈴木敏恵(2012)は，コンピテンシーを育成する教

育について，これまでの知識提供型の教育の限界に

ついて指摘した上で，能動的に学びに向かう学びの

姿勢「意志ある学び」が重要であると述べている。

そして「意志ある学び」の実現に向けて，課題発

見・解決の過程を取り入れたプロジェクト学習の導

入を提言し，「学習者自身が，その向かう先の目標

に価値を感じてスタートすることが大事です。自分

自身にとって，あるいは世の中にとって，『これは

大切だ』『必要だ』という気持ちがモチベーション

となります。」13)と述べている。 

課題発見・解決学習において，主体的な学びを

引き起こすためには，学習の冒頭に解決すべき課題

と生徒自身あるいは社会とのつながりを理解させる

ことで，生徒にこれから行う単元の学習についての

学習レリバンスを感じさせることが必要であるとい

える。 

２点目は，学習レリバンスを課題発見・解決の

過程で生徒に常に意識させて生徒自身に課題発見・

解決させることが，教科のコンピテンシーの育成に

必要だからである。 

学習指導要領の改訂(平成22年)以降，それ以前に

比べて，教科の学習においても課題発見・解決学習

を取り入れた実践が多く見られるようになってきた。

しかし，それらの実践の中には課題があるものも見

られる。 

例えば，単元の構成や授業の展開は課題発見・

解決学習となっていても，生徒自身がそれぞれの学

習が課題解決につながること，課題解決に必要であ

ることを理解できない実践が見られる。そのような

単元の授業では，生徒は毎時間の学習を一話完結，

場合によっては１時間の中の各学習活動を一話完結

としてしか捉えられず，単元を通した課題発見・解

決を行っていない。また，各学習が課題解決に必要

であること，つながっていることを教師が示し教師

の指示どおりに生徒が課題を発見，解決していく極

端な教師主導の課題発見・解決学習も見られる。そ

のような授業では生徒は教師の敷いたレールを淡々

と進んでいき，生徒自身による課題発見・解決が行

われない。これらの実践は，単元の構成，授業の展

開が課題発見・解決学習的な配列であるだけで，生

徒は，既有知識や各学習で理解した内容を自ら関連

付けて課題を発見したり，解決をしたりする深い学

びを行っていない。よって，コンピテンシーの育成

にはつながらない。 

これらの実践の課題を克服し，コンピテンシー

の育成につながる課題発見・解決学習を行わせるた

めには，毎時間の学習が単元全体の課題の解決につ

ながっていくこと，１時間の授業の各学習活動が１

時間の課題の解決につながっていくことという学習

レリバンスを生徒自身に発見，実感させることが必

要である。 

３点目は，生徒に学習レリバンスを実感させる

ことが，他の文脈で適用が可能な教科のコンピテン

シーを育成することにつながるからである。 

奈須(2015)は，コンピテンシーの育成における

オーセンティックな学習の有効性を示すと同時に，

質の高い問題解決の累積が，問題解決力をもたらす

という考えは楽観的にすぎると指摘している。これ

は，教科の学習において現実の文脈に近付けた課題

発見・解決学習を行うことが，そのまま他の文脈に

おいて課題を解決できるコンピテンシーの育成につ

ながらないという実態を表したものである。奈須は，

心理学的な研究を踏まえ，その要因を学習の有効性

の実感，学習が有効性をもつ理由の理解，学習が有

効に働く他の場面の理解，習熟（他の場面で適合す

るようアレンジするだけの習熟）に課題があるから

だと結論付けている。また，石井（2015）は，

「『使える』レベルの学力を目指して『真正の学習』

を追求することは，子供たちが学ぶ意義や有効性

（レリバンス）を感じられるよう，教科指導のあり

方を問い直すことを意味します。」14)と述べている。

学習レリバンスに着目するなどして教科の学習を改

善し真正の学習を行うことで「使える」教科のコン

ピテンシーが育成される。 

両氏の指摘からは，様々な文脈で適用可能な

「使える」教科のコンピテンシーの育成に向けて，

学習の有効性や学習が有効に働く場面の理解を促し，

学習レリバンスを生徒に実感させる必要があること

が分かる。 

以上の３点から本研究では，課題発見・解決学

習のカリキュラム開発において，学習レリバンスに

着目する。 

 

３ コンピテンシーを育成する教科の学習に

おける学習レリバンスについて 

(1) 学習レリバンスを生徒に実感させるための

ポイントと学習レリバンスについて 

前節で述べた学習レリバンスの有効性，必要性

を踏まえて，コンピテンシーを育成する教科の学習

において学習レリバンスを生徒に実感させるための

ポイントを次のように整理する。 
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Ａ 単元の学習が社会や自分の生活，他の学習に
つながっていることを理解させる。 

Ｂ 単元の学習，毎時間の学習，毎時間の各学習
活動がそれぞれつながっていることを理解させ
る。 

Ｃ 単元の学習，毎時間の学習，毎時間の各学習
活動の有効性とその理由，有効に働く場面を理
解させる。 

Ｄ 学習レリバンスを生徒自身に発見，実感させ
る。 

 

これらの四つのポイントを意識したカリキュラ

ムを開発するに当たり，本研究では，学習レリバン

スを生徒に実感させるためのポイントのＢ「単元の

学習，毎時間の学習，毎時間の各学習活動がつなが

っていることを意識させる」こと，Ｃ「単元の学習，

毎時間の学習，毎時間の各学習活動の有効性とその

理由，有効に働く場面を理解させる」ことを明確に

カリキュラムに反映させるために，学習レリバンス

を，単元の学習の時間軸に着目して単元レリバンス，

本時レリバンス，学習活動レリバンスの三つに分け，

次の表５のように整理する。 

 
表５ 三つの学習レリバンス 

①単元レリバンス 

単元の学習課題，学習内容，課題解決の方法が
実生活・実社会（現在の実生活・実社会だけでな
く将来の実生活・実社会も含む）や他教科の学習
につながる，あるいは教科の本質の理解を深める
ことにつながることを理解することで実感する単
元の学習の意義や有効性 

②本時レリバンス 

毎時間の授業の学習課題，学習内容が単元全体
の課題の解決につながることを理解することで実
感する本時の学習の意義や有効性 

③学習活動レリバンス 

本時の学習過程の各学習活動が本時の学習課題
の解決につながることを理解することで実感する
本時の各学習活動の意義や有効性 

 

生徒は単元の全ての学習において，実生活・実

社会や他教科の学習，教科の本質の理解につながる

という学習レリバンス（本研究でいう単元レリバン

ス）を常に実感し続けることは難しい。三つに分け

た学習レリバンスに着目してカリキュラムを開発す

ることは，単元の全ての学習の場面で生徒に実感さ

せるべき学習レリバンスを具体化することにつなが

る。学習レリバンスに着目して開発したカリキュラ

ムでは，生徒は単元の全ての場面で学習レリバンス

を実感しながら学習することができる。 

（2）本研究における三つの学習レリバンスとその関

係について 

ここからは，それぞれの学習レリバンスの内容

と，三つの学習レリバンスの関係について，明らか

にする。 

まず，「単元レリバンス」は，単元の学習全体

に対する学習レリバンスである。単元全体の学習課

題，学習内容，課題解決の方法が，実生活・実社会

（現在の実生活・実社会だけでなく将来の実生活・

実社会も含む）や他教科等の学習，教科の本質の理

解を深めることに役に立つという学習レリバンスを

指す。 

例えば中学校数学科の「Ｄ資料の活用」の単元

の学習「標本調査で集団の性質や特徴を調査する」

が「将来，会社でマーケティングを効果的に行って，

売り上げを向上させる」ことにつながると理解させ

ることで，生徒に実感させる学習の意義，有効性な

どがそれに当たる。また，本研究では，実生活や他

の教科の学習等につながることを理解することで実

感する学習レリバンスに加え，教科の本質の理解を

深めることにつながることを理解することで実感す

る学習レリバンスを含めている。これは，教科の学

習においては，必ずしも実生活や他の教科の学習に

直結しない教科の学習課題や学習内容を扱うことが

あるためである。そういった学習課題や学習内容，

課題解決の方法を無理に生徒の実生活や他教科の学

習とつなげようとすると，学習課題や学習内容が陳

腐化する。教科の学習においては，「その領域の専

門家が知を探究する過程を追体験し，『教科の本質』

をともに深め合う授業」を行うことも重要である。

そういった単元を想定して，単元レリバンスには，

教科の本質の理解を深めることにつながることを理

解することで実感する学習レリバンスも含めている。  

次に，「本時レリバンス」は，本時の学習に対

する学習レリバンスである。本時の学習課題や学習

活動が単元全体の課題の解決に役に立つという学習

レリバンスを指す。 

例えば,同じく数学科の「標本調査で集団の性質

や特徴を調査する」単元の「母集団や調査の性質に

合った無作為抽出の方法を考える」学習について，

その学習が「標本調査で集団の性質や特徴を調査す

る」ことにつながると理解させることで実感させる

学習の意義，有効性がそれに当たる。「母集団や調

査の性質に合った無作為抽出の方法を考える」こと

が，そのまま「将来，会社でマーケティングを効果
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的に行って，売り上げを向上させる」ことにつなが

ると意識しにくい生徒も，「標本調査で集団の性質

や特徴を調査する」ことにつながることは意識しや

すい。 

そして，「学習活動レリバンス」は，本時の各

学習活動に対する学習レリバンスであり，本時の学

習過程で行われる各学習活動が本時の学習課題の解

決に役に立つという学習レリバンスを指す。 

例えば，本時の学習活動の一つである「乱数さ

いを使って標本を抽出する」学習活動が，本時の学

習「母集団や調査の性質に合った無作為抽出の方法

を考える」ことにつながると意識させることで実感

させる学習の意義，有効性がそれに当たる。「乱数

さいを使って標本を抽出する」ことが「将来，会社

でマーケティングを効果的に行って，売り上げを向

上させる」ことにつながると意識しにくい生徒も，

「母集団や調査の性質に合った無作為抽出の方法を

考える」ことにつながることは意識しやすい。 

以上述べてきたように，単元の学習と実生活・

実社会，他教科等とのつながり，本時の学習と単元

の学習課題の解決とのつながり，本時の各学習活動

と本時の学習課題の解決とのつながりのそれぞれの

学習の場面で意識しやすい三つのつながりを理解さ

せることで，生徒は常に三つの学習レリバンスのい

ずれかを実感することができる。 

三つの学習レリバンスの関係を整理すると「学

習活動レリバンス」は「本時レリバンス」に

つながり，「本時レリバンス」は「単元レリバンス」

につながるという構造である。単元レリバンスがな

ければ，本時レリバンス，学習活動レリバンスは存 

在しない。その意味で三つのレリバンスの根本に位 

置するのが単元レリバンスである。また，他の文脈

で「使える」コンピテンシーを育成するためには他 

の実生活等の文脈との関連を意識させることが必要 

である。その意味でも単元レリバンスが重要である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元のそれぞれの学習場面で単元レリバンスとのつ

ながりを意識させること，単元レリバンスについて

振り返らせることが大切である。 

以上のような三つの学習レリバンスに着目して

課題発見・解決学習のカリキュラム開発を行う。 

 

Ⅳ 単元モデルの構想 
  

１ 本研究における単元モデル作成の視点 
石井（2015）は，コンピテンシーを育成する学

習について，学習の視点を次の図３のように示して

いる。 

 具体的には，図３の①については，これまで教材 

研究レベルで教師が行ってきたようなモデル化（現 

実世界の問題を各教科の知識・技能で解決できる学 

習課題として定式化する）や，仮説や問いを立てる 

活動を，子供たち自身に可能な範囲で実践させるこ

とが考えられる。 

 図３の②～④については，これまでも言語活動の

充実の取組などで行われてきたものである。この学

習については，教師主導で練り上げるものでも，単

なる子供同士の学び合いでもない，「最適解の構築

を目指す子供同士の深め合い」を目指すものと考え

られる。 

図３の⑤については，学習活動を振り返ったり， 

意味付けたり，あるいは，学校内外の聴衆に向けて 

発表したり，一度構成した問題や解答や説明をより

洗練したものへとリライトしたりするような機会を

設けて，子供自身が活動の「善さ」（評価規準）を

つかみ，「鑑識眼」（自己評価能力）を磨く機会の 

設定が考えられる。 

本研究では，石井（2015）の「学習の視点」を 

含めた文献研究や先行研究を踏まえ，学習レリバン 

スに着目した課題発見・解決学習の単元モデルを作 

成する。社会をよりよく生きるためのコンピテンシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図３ 学習の視点 

①現実世界の問題

の教科の学習課題

への変換（モデル

化），仮説や問い

の構成 

⑤現実世界の問題に照

らした解答の吟味，学

習の振り返り，問題の

説明のリライト，新た

な問いの生成 

②解決が求め 

られる学習課 

題の把握 

③個人・集団

による思考・

コミュニケー

ション 

④学習課題に

対する解答・

説明の構成 
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ーは，思考しコミュニケ―ションする必然性のある

文脈において，真正の学習に取り組む中で育まれる。  

その際，教科のコンピテンシーの三つのカテゴリー

に挙げられている要素が自ずと盛り込まれ，生徒が 

自らの思考を振り返り，発表を練り直すなど試行錯

誤しながら問題を解決していく問いと答えの間のよ

り長い学習活動を行っていくことが重要であると考

える。そのため，本研究では，真正性のある課題を 

単元の最初に生徒が発見，もしくは教師が提示し，

単元全体をその解決を軸としたプロジェクト型の学

習として展開することとする。 

 

２ 学習レリバンスに着目した課題発見・解

決学習の単元モデル 
学習レリバンスに着目した課題発見・解決学習

の単元モデルを次の図４に示す。それぞれの過程に

おいて，生徒に(1)～(5)のような思考をさせる。 

(1) 課題の発見 

生徒が単元レリバンスをもって単元の学習に取

り組むことができるよう，単元の最初に，実生活や

実社会で直面するような問題あるいはその領域の専

門家が知を探究する過程を追体験したり，知の発見

や創造の面白さに触れたりするような文脈の問題を

示し，把握させる。実社会・実生活の問題に限定し

ないのは，教科の学習で扱う問題がいつでも実社

会・実生活の実用的文脈に適合するとは限らないか

らである。 

単元レリバンスをもたせるために重要なのは， 

考えたくなる状況や深く思考する必然性のある真正 

の文脈をもった問題になっていることである。科学

的な法則を発見したり歴史上の心理を追究したりす

るように，その領域の専門家が知を探究する過程を

追体験したり，知の発見や創造の面白さに触れたり

するような文脈を提示することで，単元レリバンス

をもたせることができると考える。 

問題を教科の学習課題に変換する際には，これ

まで教師が教材研究の際に行ってきたような，実社

会・実生活等の問題から各教科の知識・技能で解決

できる学習課題を創りだす活動を，生徒たち自身に

可能な範囲で実践させる。この活動により，生徒に

より強く単元レリバンスをもたせることができると

考える。そのため，ここで創りだす学習課題は，生

徒たちにとって「自分たちに解決可能な課題になっ

ているか」という視点をもたせて吟味させることと

する。そのためには既習事項や既有知識等を想起さ

せることが重要である。 

(2) 見通し 

設定した教科の学習課題は，その単元の学習内

容の本質を含んだ問い（単元の中核に位置し探究を 

促す論争的な問い）になっているため，解決のため 

にはさらに小さな学習課題を設定させる必要がある。 

可能な範囲で，生徒に小さな学習課題を解決するた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図４ コンピテンシーを育成する課題発見・解決学習

の単元モデル 
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めの仮説や方略についても考えさせ共有させること

で，単元の学習全体に見通しをもたせる。ただし，

小さな学習課題を生徒自身が考えられず，教師が提

示する場合もある。このようにして教科の学習課題

との関係を明確にし，つながりに気付かせることに

よって，これ以降展開する，小さな学習課題を解決

するための各時間の学習に対する本時レリバンスを

もたせることができると考える。 

(3) 追究 

設定した「小さな学習課題」を解決させていく。 

学習活動としては，教師が用意した答えにたどり着

くかどうかを重視するのではなく，立てた仮説と導

出した結果との間にずれが生じたときの対応を生徒

たちに委ね，協働的，主体的に試行錯誤させる。生

徒は本時レリバンスをもちながら学習を進めること

で，「教科の学習課題」と「小さな学習課題」，あ

るいは「小さな学習課題」相互の関係を捉えること

ができる。「教科の学習課題」解決の大きな文脈の

中での本時の「小さな学習課題」の位置付けを理解

し，これまでの「小さな学習課題」の解決結果を，

本時に関連付け，試行錯誤しながら深い学びを行う

ことが期待できる。このように，本時レリバンスを

もたせて学習を関連付けさせ，より主体的で深い学

びを行わせることを重視することが必要である。ま

た，本時の各学習活動において学習活動レリバンス

をもちながら学習を進めることができるよう，教科

の学習課題の文脈を想起させる指示や発問等を行い，

学習活動の位置付けを行っていくこととする。  

一つの「小さな学習課題」が解決したら，その

授業の終末に，身に付けたコンピテンシー及び課題

に対する考察内容が，「教科の学習課題」にとって

どのように役立つのかという視点で振り返りをさせ

る。このことにより，学習者が自らの学習をメタ認

知し，自己評価の物差しを豊かにすることができる

と考える。また，問いと答えの間が長い学習活動に

おいて単元レリバンスを失うことなく学習を進めて

いくためにも有効であると考える。 

(4) 解決 

「小さな学習課題」に対する考察を統合し，学習

課題に対する最善解を導出する。さらに，導出した

最善解を「実社会・実生活における問題」に照らし

合わせて，その内容を吟味させたり，単元の学習活

動全体を振り返ったりさせ，導出した最善解のリラ

イトをさせたり，新しい問いを発見させたりする。

これらの活動を通して，生徒自身が活動の評価規準

をつかみ，自らの活動を評価する能力を高めること

ができると考える。またこのとき，単元導入時に生

徒にもたせた単元レリバンスは，「面白そうだ」と

いう学習内容に係る知的興味から，「学習したこと

が実社会・実生活で役に立ちそうだ」という学習の

有効性に深まっていくと考える。 

(5) ひろがり・創造 

単元の学習活動で身に付けたコンピテンシーを

実際に生きて働くものにしていくために，身に付け

たコンピテンシーを用いて，別の文脈の課題解決に

取り組ませる。できるだけ生徒たちが独力で課題解

決を遂行できるようにしていくことが重要である。

また，単元の学習活動で身に付けたコンピテンシー

が有効に働く他の場面について想起させたり，理解

させたりすることも考えられる。 

以上の五つの過程を位置付けた単元モデルを作

成する。この単元モデルの特徴は，単元全体を通し

て三つのレリバンスを実感させながら，問いと答え

の間のより長い学習活動を保証することで，「使え

る」コンピテンシーの育成を目指す「高次の学習」，

既習事項，既有知識等を関連付けて，課題を解決す

る「深い学び」を目指していることにある。 

以上のカリキュラム開発の構想に基づき作成し

た国語科，社会科，理科の指導事例を，74ページ以

下に掲載する。 

 

３ カリキュラム開発における学習レリバン

スへの着目の有効性について 
前項で挙げた単元モデルに基づくカリキュラム

開発において学習レリバンスに着目する有効性につ

いては次のとおりである。 

(1) 単元レリバンスへの着目の有効性 

単元レリバンスに着目してカリキュラムを開発

することは，「課題の発見」の過程を構想する時に，

単元の課題の真正性を明確にすることにつながる。

また，「解決」「ひろがり・創造」の過程を構想す

る時に，実生活・実社会，他教科等の学習で活用で

きる場面を明確にすることにつながる。これらは，

他の場面に転移する「使える」コンピテンシーを育

成する「高次の学習」の追求に有効である。 

(2) 本時レリバンス，学習活動レリバンスへの

着目の有効性  

本時レリバンス，学習活動レリバンスに着目し

てカリキュラムを開発することは，「見通し」の過

程を構想する時に，「小さな学習課題」を見付ける

ヒントとなる「教科の課題」解決に使える生徒の既

習事項，既有知識等が何かを明確にすることにつな
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がる。また，「追究」の過程を構想する時に，次の

四つのことを明確にすることにつながる。①単元を

通した「教科の課題」解決の大きな文脈における各

時間の学習の位置付け，②単元を通した「教科の課

題」解決に向けた各時間の学習相互の関係，③各時

間の「小さな学習課題」解決に必要な生徒の既習事

項（前時までの「小さな学習課題」を解決した結果

も含む），既有知識等，④「小さな学習課題」の解

決に必要な学習活動。①～④を明確にすることは，

児童が既習事項，既有知識等を関連付けて新たな課

題を解決する「深い学び」の追求に有効である。 

以上のように三つの学習レリバンスに着目して

問いと答えの間の長い協働的，主体的な課題解決の

過程を取り入れた課題発見・解決学習のカリキュラ

ム開発を行うことで，教科のコンピテンシーを育成

することができると考える。 

 

Ⅴ 一年次の研究のまとめ 
  

１ 研究の成果 
〇 文献研究により，先行研究におけるコンピテン

シーについて整理し，教科の学習において育成を

目指す，本研究における教科のコンピテンシーを

定義することができた。 

〇 教科のコンピテンシーの育成を目指す課題発

見・解決学習のカリキュラムを開発する上で有

効な三つの学習レリバンスを提案することがで

きた。 

〇 上記の教科のコンピテンシーの定義，三つの学

習レリバンスを踏まえ，学習レリバンスに着目

した課題発見・解決学習の単元モデルを開発す

ることができた。 

 

２ 二年次に向けての課題 
〇 作成した単元モデルに基づいて，学習レリバン

スに着目したカリキュラム開発，実践を行い，

その有効性について検証する。 

〇 国語科，社会科，理科以外の教科の学習指導や，

小学校，高等学校の教科の学習指導における学

習レリバンスに着目したカリキュラム開発の可

能性を示す。  

 

おわりに 
 本年度は，「コンピテンシー」「教科のコンピテ

ンシー」「コンピテンシーを育成する課題発見・解

決学習」「学習レリバンス」についての理論等を整

理し，教科のコンピテンシーの育成に有効な，学習

レリバンスに着目した課題発見・解決学習の単元モ

デルを開発した。 

 来年度以降，学習指導要領の改訂を見すえて，各

教科等の課題発見・解決学習のカリキュラムが開発

され，実践されることが予想される。そうした課題

発見・解決学習のカリキュラムの開発の場面で，本

研究で提案した単元モデルや，三つの学習レリバン

スの発想が有効に活用されることで，形式的な課題

発見・解決学習ではない，教科のコンピテンシーの

育成につながる課題発見・解決学習が展開されてい

くことを願う。 

また，学習レリバンスに着目して開発された教

科の授業では，単元のどの授業のどの学習場面にお

いても，学習の意義や有効性を感じながら学習を進

め，学習の喜びを感じる生徒の生き生きした表情が

生まれるはずである。 

教科のコンピテンシーを育成するために，毎時

間の授業で生徒に学習の喜びを感じさせながら教科

の学習に向かわせるために，本研究の成果が活用さ

れることを期待する。 

最後に，研究推進に当たって，研究指導者とし

て熱心に御指導いただいた京都大学大学院教育学研

究科の石井英真先生に心より感謝申し上げ， 初年

度のまとめとしたい。 

 

【注】 

(1) ドミニク・Ｓ・ライチェン＆ローラ・Ｈ・サルガニク

(2006):『キー・コンピテンシー―国際標準の学力をめ

ざして』明石書店 pp.65-69に詳しい。 

(2) 石井英真(2015):『今求められる学力と学びとは―コ

ンピテンシー・ベースのカリキュラムの光と影―』日本
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